
                                              
～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

今年は１月中旬から積雪が多く、飯南町は見渡す限り真っ白い雪に

覆われています。そんな中、グラウンドで「歩くスキー」に挑戦しま

した。普通のスキーとは違い、板の幅が狭く、歩きやすいように靴の

前部分だけが固定されている、クロスカントリー用のものを使用しま

す。この「歩くスキー」を初めて体験するという生徒も多く、慣れる

までは何度も転んだりしながらグラウンドを周回していました。 
だんだん慣れてくると、違う道を歩いたり、斜面に挑戦したりする

生徒もいました。また、雪に寝転んだり、板でバランスを取りながら

雪合戦したりして、雪の感触を楽しむ姿も見られました。  普段、雪の積もった道やグラウンドでは活動が制限されて不便に感
じることもあるかもしれませんが、この活動を通して【地域の特色】

としての“雪”に親しみ、体力づくりを行うことができました。 
 琴引フォレストパークスキー場でスキー研修を行いました。
初心者から上級者まで経験差に合わせて８班に分かれ、インス

トラクターの方に指導していただきました。生徒からは、「初め

てだけど楽しくスキーできた。」「知らなかった技術に挑戦する

ことができた。」「丁寧な指導のおかげで、一本一本目標を持って

滑ることができた。」などの感想が聞かれ、意欲的に活動できた

ことがわかりました。  後半は、林間コースも開けていただき、飯南町の自然を存分に
感じながら滑ることができました。「スキーを楽しむだけでな

く、飯南町の良さにも気づくことができた活動だった。」という

感想もあり、地域への愛着も深めることができたようです。  
 



始めに、飯南病院の角田院長から「激熱！地域医

療！！」と題して講義をいただきました。その後、飯南

病院や保健福祉センターで働き、地域医療に携わって

おられる医療専門職１０名の方にインタビューを行い

ました。講義・インタビューで、受診しているだけでは

分からない内容を伺うことができ、仕事に対する熱意

も身近に感じることができました。生徒たちは、事前

学習で学んだ【要約学習】を活用し、話を聞きながら図

式を用いてメモを取っていました。 

その後、班ごとにインタビュー内容を模造紙にまと

め、発表を行い、情報を共有しました。【要約学習】の

成果が出ており、絵なども入って見やすい・わかりや

すいまとめを短時間で行っていました。また、図式を

用いているからこそ、自分たちの言葉で伝えようとす

る姿があり、昨年までとはまた一味違った発表となり

ました。 

生徒からは、「角田院長の講話から、初めて飯南病

院を“地域のつながり”という観点から見ることがで

きた。」「けがや病気だけでなく、その人の生活まで考

えるという視点がとても大切だと思った。」「チームと

して飯南町の地域医療を向上させていくことが大切

だと分かり、それをこれから自分たちが繋いでいくこ

とが必要だと感じた。」などの感想がありました。 

  飯南町の現状を踏まえた医療の有り方や取組、そ

れに携わる方々の想いを知り、地域医療への理解を深

めた貴重な学習となりました。 

このシンポジウムは飯南町の小学生、中学生、高校

生が取り組んできた「ふるさと学習」や「地域課題研

究」について発表するとともに、学校や学年を超えて

意見交換を行うことで、多様な価値観に触れながら、

まちの未来について語り合うというものです。 

本校からは３年１組が取り組んだ「生命地域学・課

題研究」の授業で評価の高かった【国道５４号線沿い

の道の駅周辺のゴミを減らす方法】を提案したグルー

プを代表して西谷幸稀君が発表を行いました。清掃活

動から町の課題を見つけ、解決策を提案するだけでは

なく、２週間の実験を行うとともに、住民・事業者の

方々に 

方々にインタビューを行うことで再考した研究内容

を、小中学生にもわかりやすく伝えました。 

 その後のグループワークでは、『飯南町の活性化の

ために自分ならどんな提案をするか』というテーマに

ついて実現の難易度、効果の大きさなども考慮しなが

ら地域の方も交えて話し合いました。「自分達がスポ

ーツを楽しみながら元気な声を出すことで、町も元気

になる」などいろいろ 

な人と意見を出し合い 

様々な角度から飯南町 

の活性化に向けた提案 

を考えることができた 

ようです。 

赤名保育所長（元赤来中学校長）の烏田勝信先生を

講師に迎え、要約学習を行いました。この授業は、【地

域医療について学ぶ】の事前学習で、話された内容を

図式化し、発信力の向上を図ることを目的としていま

す。 烏田先生は、「図式が書ければ、聞く力、読む力、   

書く力、話す力が伸

びる！【図式学習＝

要約学習】と言って

もいい。」と仰って

いました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習期間に入っている３年生ですが、出校日を

活用し、進学・就職に向けて役立つ様々なセミナーを

行っています。   

【租税教室】では、松江税務署から講師の方にお越し

いただきました。「なぜ税を納めるのか？」という根本

的なところから始まり、身近な消費税、働き出してか

ら関わりのある所得税など、 

様々な税金について教えて 

いただきました。税金クイ 

ズもあり、楽しみながら様 

々な税の種類や仕組につい 

て知ることができました。 

島根県総合体育大会スキー競技クロスカントリー 

（場所：芸北国際スキー場） 

【クラシカル】＊天候不良により、５㎞に短縮 

河野 一希（２年）  

吉中  卓（１年）  

加治 賢悟（２年）  

 

【フリー】＊天候不良により、５㎞に短縮 

河野 一希（２年）  

加治 賢悟（２年）  

吉中  卓（１年）  

 

アルペン競技・クロスカントリー競技の総合 

結果で、【男子団体】   を獲得しました！ 

第７３回国民体育大会冬季大会スキー競技会 

島根県予選会 兼 平成２９年度島根県高等 

学校スキー選手権大会 

アルペン競技（場所：琴引フォレストパーク） 

【男子大回転】 

小玉 千陽（２年） 

  

クロスカントリー競技（場所：芸北国際スキー場） 

【クラシカル】 

河野 一希（２年） 

加治 賢悟（２年）  ２位 

吉中  卓（１年）  ３位 

第５９回中国高等学校スキー選手権大会 

アルペン競技（場所：琴引フォレストパーク） 

【男子回転】出場 

【男子大回転】景山 瑛太（３年） 

 

クロスカントリー競技 

（場所：三瓶クロスカントリーコース） 

【フリー】出場 

【クラシカル】出場 

図式化の要領について教えていただいた後、４人グ

ループに分かれ、グループ内のメンバー全員が違う教

材を見ながら図式化し、メンバー一人一人に４０秒で

プレゼンする練習をしました。後半は、情報を耳で聞き

ながら図式練習をした後、新たな教材を見ながら図式

化し、再びグループ内でプレゼンを行いました。 

とにかく、実践を繰り返し体得していく方法で、生徒

たちは回を重ねるごとにコツを掴み、短時間で相手に

伝わるプレゼンの仕方を学んでいきました。生徒たち

は、真剣に取り組みつつもどこか楽しそうでもあり、回

を重ねて身についていく喜びを感じながら要約学習を

行うことができました。 

【年金セミナー】では、出雲年金事務所から講師の方

にお越しいただき、公的年金制度について具体的に学

びました。「老後のことだからあまり関係ないので

は？」と考えがちですが、老後のためだけではなく、

病気やけがなど様々なリスクに関係するもので、きち

んと手続きをしたり保険料を納めたりしていれば必

ず受け取ることができるものだと学びました。 

納付困難な場合の免除制度や猶予制度も教えてい

ただきました。特に学生納付特例（学特）は、進学す

る生徒は申請する可能性が高いものであり、とても身

近に感じたのではないでしょうか。 

税も年金も今後生きていく上で必要となってくる

知識なので、今回の学びを忘れず、生活の中で役立て

ていってほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより月根尾２月号 平成３０年２月１８日発行     島根県立飯南高校 h t t p : / / i i n a n . e d . j p / 

島根県高等学校新人バレーボール大会 

飯南 ２－０ 松江西 

飯南 ０－２ 大社 

第３回中国地区高校放送コンテスト 

【アナウンス部門】高田 侑奈 出場 

昨年１０月、卒業生会報【鵬雲第４６号】でお願いした

会費納入について、多くの卒業生の皆様に趣旨をご理解い

ただき、協力していただきましたこと衷心 

より厚くお礼申し上げます。 

なお、諸般の事情で、３月３１日を今年 

度の会費納入期限としております。会費未 

納入の卒業生の皆様、何とぞご協力のほど 

よろしくお願い申し上げます。 

            （鵬雲会事務局） 

大阪府能勢町で開かれた全国大会に参加し、連携型中高分科会で、全国の同じ連携型の

中高一貫教育校を代表して研究発表を行いました。 

本校が平成１３年以降継続している中高一貫教育ですが、今までの取組や実績を写真や

資料を使い、そのままの形で報告しました。この中高連携にかかわってきた多くの関係者

の方の情熱に思いをはせながら、特にここ数年の飯南町の成果を発表する場でした。当日

は４０分ほどの発表の後、全国各地から参加された先生方から思いがけず多くの質問を受

けました。私が携わったのはごく短期間ですが、この飯南町での教育を支えてきた中高連

携の取組を評価していただき、更なる連携継続への思いを強くする二日間でした。 

第２３回中国高等学校ハンドボール新人大会 

【予選リーグ】敗退 

飯南（島根３位）１５－１２ 呉工業（広島４位） 

飯南（  〃  ）１９－２７ 岩 国（山口３位） 

【時 間】会場 １３：３０ 

     開演 １４：００ 

【入場料】無料 

【会 場】赤名農村環境改善センター 

１日（木）卒業式 

６日（火）高校入試学力検査日(～７日) 

     （２日間 生徒は特別休業日） 

１３日（火）合格発表 

２０日（火）高校入試二次募集検査日（予定） 

２３日（金）終業式・離退任式 

２８日（水）入学前説明会 

３０日（金）朝 閉寮（～４月上旬） 

 


